
山 行 報 告 書

日時 2019年７月16日～７月21日 天候

山名 大雪・トムラウシ縦走

ＣＬ 参加者SH ササ・M澤

曇り後小雨
、濃霧

（コース）

（コメント） 1.想像を超えた、残雪量。雪が海のように見えた。登山道が分かりづらく、道迷い発生。 

2.ヒサゴ沼避難小屋より、トムラウシ山まで濃霧で道迷い発生。ロックガーデン通過に

時間がかかる。 

3.ヒサゴ沼避難小屋からトムラウシ山まで5時間22分（コースタイムの1.79倍）、トムラウ

シ山  から東大雪荘まで9時間02分（コースタイムの1.49倍）。この為、日没後到着と

なる。 

4.旭岳までは登山者が多いが、間宮岳分岐より登山者少なく、又、白雲岳避難小屋よ

り先はほぼ今年はいないとの事。この為、ヒグマが登山道へ出没。忠別沼でヒグマと

遭遇。蝦夷鹿、ナキウサギも見る事が出来た。 

5.ヒサゴ沼避難小屋は我々3名が最後の宿泊者と思われる。経験者がいないと、悪天

候の場合、  非常に厳しいコースと思われる。最終日、遅くはなったものの、なにもな

く下山できたことを嬉しく思う。         （記 SH )    

  

 昨年忘年会でこの北海道山行の事を聞き、ノリで参加したいと言いました。その後大

雪山旭岳～トムラウシ縦走の事を調べ、４５Kmの大縦走、ヒグマ、道迷い、エキノコッ

クスなどのハードルがある事を知りました。行く事に躊躇しながらも４月頃より近くの低

山で私なりのトレーニングを始めました。その中で黒岳～トムラウシ縦走をしたと言う

高齢の女性の話で他にも北海道の山も行ったと聞いたり、下り１４００ｍも南アルプス

で２２００ｍの下りの経験もあり参加出来るかなと思うようになり参加する事にしました。

しかし７月の参加者４人のトレーニングでリーダーとSさんがどんどん先を行き離され、

Oさんと私は東北９座登ったばかりの人と穂高縦走のトレーニングしてる人は違うねと

話しながら追いました。このトレーニングで不安を感じましたがOさんがいるから大丈夫

と思っていた所にOさんの体調不良に不参加のメールが届きました。大変ショックで私

も辞めようと思いましたが、今年はこの山行だけでトレーニングもして来ていたので止

める事が残念になり行くことにしました。 

 机上登山でホワイトアウトの道迷いGPS持参（スマホでけとの事で思わず地図とコン

パスをと思いましたが、そんな役立つもなく）、ヒグマとの遭遇、不安だらけの山行とな

りました。お天気はまあまあでホワイトアウトの心配はありませんでした。 

 

７月16日 11：30福岡空港✈13：55新千歳空港🚄16：55旭川駅🚖18：10白樺山荘泊 

７月17日 06：10白樺山荘→06：30山麓駅～06：44姿見駅→07：08旭岳石室→ 

       09：06ニセ金庫岩→9：13旭岳→10：50間宮岳→11：16荒井岳→11：56松田 

       岳→12：08北海岳→14：24白雲岳避難小屋泊 活動距離：10.3ｋｍ 

       活動時間：９時間56分 

７月18日 5：49白雲岳避難小屋→10：13忠別岳→12：57五色岳→15：22ヒサゴ沼避難 

       小屋泊  活動時間：９時間34分 活動距離：16.1ｋｍ 

７月19日 5：1９ヒサゴ沼避難小屋→10：44トムラウシ山→20：18東大雪荘泊 

       活動距離：14.7ｋｍ 活動時間：15：30分 

７月20日 10：00東大雪荘🚖11：15新得駅🚄13：56札幌🚇大通り駅～15：00アパ札幌泊  

７月21日 8：30アパ札幌～札幌時計台、道庁、大通り公園観光→10：30アパ札幌→ 

       札幌駅🚄13：00新千歳空港14：20✈16：40福岡空港 



（交通費　　￥90,000/人）　 交通費、持参食料、ガス、白樺、白雲、東大雪、アパ宿泊費等

（その他　　　￥/人）　

（2016.01.27改訂）

費用概算

 

しかし今年はヒサゴ沼避難小屋が閉鎖と言う事で行く人が少なくヒグマの出現が多い

との情報、またすれ違う人から化雲岳付近は気を付けて下さい！熊は猛スピードで駆

け上がって来ますと言われ本当にドキドキでした。実際忠別岳付近の２・３００ｍの距

離離れた雪渓と木道の所少し小さめの熊を見思わず身を屈め立ち去るのを持ちました。

その後も熊の親子を見たと言う方もいて気の張る事が続.きました。又今までのアルプ

スとは違い雪渓の多い山行でもあり、雪渓歩きは始めてで始め上手に歩けませんでし

たが後は少し慣れてきました。しかし、高山植物の花畑やナキウサギにも会えこの山

行ならではのものもありました。 

 最後の日は道迷いもあり、またリーダの疲れ（途中眠気が来たり、何度かの休憩を取

られ）宿に着くのが暗くなってから宿の明かりが見えた時は本当にこの山行が無事終

わった事にホットしました。帰り宿の方が車で駅まで送って頂いた中、この地域の人々

の熊に対しての共存生と愛情さえある話も聞けました。 

とは言えこの山行計画がなかったらこんな経験も出来なかったので感謝です。またや

はりどうしても怖い所でのサポートをしてくれたSさんありがとうです。 

                                       （記 M澤） 

 

        

 

  

 

  

 

 

 

 

 


